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無洗米新潟コシヒカリ（弥彦）５㎏
2022年産
通常価格：4,100円（税込4,428円）
企画：不定期

　

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

弥
彦
村
は
、
村
の
西
側
に
は
弥
彦
山

が
、
麓
に
は
弥
彦
神
社
が
あ
り
ま
す
。

弥
彦
山
麓
に
あ
る
た
め
、
西
日
が
さ

え
ぎ
ら
れ
て
日
陰
に
な
り
、
日
中
と

夜
の
寒
暖
差
が
激
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
豊
富
な
山
水
が
流
れ
込

み
、
雨
風
の
影
響
を
受
け
に
く
い
な

ど
、米
が
お
い
し
く
な
る
条
件
が
揃
っ

た
地
で
育
つ
の
が
「
新
潟
コ
シ
ヒ
カ

リ
（
弥
彦
）」
な
の
で
す
。

　

栽
培
区
分
と
し
て
は
「
東
都
み
の

り
」
と
「
東
都
わ
か
ば
」
が
あ
り
、

両
方
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。「
東

都
わ
か
ば
」区
分
の
生
産
者
は
45
人
。

生
産
量
は
毎
年

７
５
０
ｔ
ほ
ど

で
す
。

　

生
産
の
難
し
い
「
東
都
み
の
り
」

の
「
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
弥
彦
）」、

そ
れ
を
25
年
以
上
作
り
続
け
て
い

る
の
が
村
越
輝
虎
さ
ん
で
す
。
村

越
さ
ん
は
、
米
作
り
に
60
年
以
上

携
わ
っ
て
き
た
大
ベ
テ
ラ
ン
の
生

産
者
。
今
年
で
80
歳
で
す
が
、
元

気
に
農
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

東
都
生
協
で
は
、
当
時
新
潟
県

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
取
り
扱
い
が

な
く
、
卸
会
社
の
紹
介
で
取
り
引

き
が
始
ま
っ
た
の
が
１
９
９
７
年

の
秋
の
こ
と
。
当
時
の
担
当
が
小

俣
職
員
で
し
た
。
以
降
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
双
方
で
納
得
の
い
く
米
づ
く

り
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
積
ん
で
き
た
経
験
を

生
か
し
、
お
い
し
い
米
作
り
を
続

け
る
村
越
さ
ん
で
す
が
、「
ア
イ
ガ

モ
ロ
ボ
」
な
ど
の
新
し
い
技
術
も

い
ち
早
く
取
り
入
れ
、

駆
使
し
て
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
産
の

「
東
都
み
の
り
」「
東
都

わ
か
ば
」
は
、
９
月
の

上
旬
頃
に
は
黄
金
色

の
稲
に
な
り
、
９
月

中
旬
に
は
収
穫
と
な

　

新
潟
県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
独
特

の
粘
り
と
香
り
が
あ
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。「
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
弥

彦
）」
で
は
さ
ら
に
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
量
を
減
ら
す
栽
培
方
法
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
東
都
わ
か
ば
」
区
分
は
化
学
合

成
農
薬
と
化
学
肥
料
を
慣
行
栽
培
の

概
ね
50
％
以
上
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

有
機
肥
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

土
壌
の
保
肥
力
・
保
水
力
・
通
気
性

が
向
上
。
栄
養
素
の
利
用
効
率
が
高

ま
り
食
味
が
上
が
り
ま
す
。

　
「
東
都
み
の
り
」
区
分
は
化
学
合

成
農
薬
・
化
学
肥
料
を
全
く
使
用
し

な
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
、
栽
培
が
非
常

に
難
し
く
、
通
常
栽
培
よ
り
も
手
間

が
か
か
る
貴
重
な
米
で
す
。
２
人
の

個
人
農
家
と
４
軒
の
法
人
で
生
産
量

も
24
ｔ
ほ
ど
で
す
。

化
学
合
成
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い「
東
都
み
の
り
」の
栽
培
で
は
、

一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
い
か
に

し
て
雑
草
の
対
策
を
す
る
か
」で
す
。

　

慣
行
栽
培
で
は
除
草
作
業
は
除
草

剤
を
使
用
し
て
行
い
ま
す
。し
か
し
、

「
東
都
み
の
り
」で
は
除
草
剤
は
使
え

ま
せ
ん
。除
草
作
業
は
高
齢
化
、担
い

手
不
足
の
中
、生
産
者
の
負
担
が
と

て
も
大
き
い
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

産
地
で
は
今
年
、生
産
者
の
村
越

輝
虎
さ
ん
が
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ（※

）を

導
入
し
、除
草
作
業
軽
減
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
」を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、雑
草
の
発
生
を
抑
え
、土

中
に
酸
素
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、稲
の
根
っ
こ
が
発
達
し
、よ
り
水

分
や
肥
料
成
分
を
吸
収
し
や
す
く
な

る
の
で
す
。

ど
う
し
て
、
お
い
し
い

米
が
育
つ
の
？

こ
だ
わ
り
の
栽
培
法
で

も
っ
と
お
い
し
く
？

雑
草
対
策
に

「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
」発
進
！

り
ま
す
。

　

７
月
時
点
で
の
生
育
状
況
は
、

遅
い
梅
雨
に
よ
る
雨
の
影
響
で
や

や
丈
が
高
く
稲
の
倒
伏
が
心
配
で

す
が
葉
が
青
々
と
し
、
梅
雨
明
け

後
の
日
差
し
を
浴
び
て
栄
養
を
蓄

え
て
い
ま
す
。

　

ご
飯
の
お
と
も
と
し
て
は
、
焼

東京スカイツリーと同じ高さの弥彦山（634m）

弥彦村（大鳥居）

生産者代表
村越輝虎さん

村越さんの田んぼでも
「アイガモロボ」活躍中

弥彦コシヒカリの田んぼ

然エネルギー（ソーラーパネル
とバッテリー）を動力に、搭載

した GPS（衛星測位システム）で自
分の位置を確認しながらアプリにあ
らかじめ登録した田んぼを自動走行
します。特殊なスクリューが田の泥
をかき回して田んぼを濁らし、光合
成に必要な太陽の光を遮断すること
で抑草します。

colum
コラム

作り方
鍋にBと水を入れ、30分以上室温に置いた後、微沸騰の状態で30分以上火にかけた後、Bを取り除く。
（1）にAを入れ、乾しいたけとその戻し汁・こんにゃく・にんじんを入れ、中火にかける。沸騰したら里い
もを入れ、再び沸騰してきたら、ふたをして弱火で10分煮る。 
（2）をふたをしたまま冷ます。食べる直前に弱火で温め直し、器に盛り付け、みず菜・いくらを散らす。

新
米
は
11
月
よ
り
企
画
予
定
で
す
！

今
月
の
産
地
・
メ
ー
カ
ー

Ｊ
Ａ
新
潟
か
が
や
き

調理時間　

レ シ ピ
チ
ャレ
ン
ジ

し
て
ね
！ 分

25
※だしをとる時間、放置時間を除く

1
2

3

しょうゆ…小さじ4　　みりん…小さじ1
塩…小さじ1/4
削りかつお…20g
煮干いりこ（はらわたを除き、割く）…10g
昆布（昆布の横に切り込みを入れる）…8g

材料と下ごしらえ（2人分）
里いも（皮をむき拍子木切り）…300g
乾しいたけ（湯に30分以上ひたしてから千切り）…2枚
板こんにゃく（下ゆでし、拍子木切り）…1/2枚
にんじん（拍子木切り） …60g
みず菜（2cmに切る）…1/2株
いくらしょうゆ漬け…40g　　水…650ml

A

B

新潟県

JA新潟かがやき
弥彦

アグリセンター

自

弥彦山

大河津分水路

信
濃
川

「東都みのり」の
「新潟コシヒカリ（弥彦）」

で抑草します。

き
鮭
や
い
く
ら
（
新
潟
県
で
は
村

上
市
が
名
産
で
す
）
な
ど
、
塩
気

の
あ
る
も
の
。
お
漬
物
と
一
緒
に

シ
ン
プ
ル
に
食
べ
る
の
も
お
す
す

め
だ
そ
う
で
す
。

　

弥
彦
村
で
作
ら
れ
る
「
東
都
み

の
り
」
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
「
東
都

わ
か
ば
」
は
、
弥
彦
の
風
土
や
生

産
者
の
数
々
の
苦
労
が
あ
っ
て
組

合
員
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
で
き

て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
弥
彦
村
」
か
ら
「
Ｊ
Ａ
越

後
中
央
」
に
、
２
０
２
２
年
に
「
Ｊ

Ａ
新
潟
か
が
や
き
」
に
と
名
称
が

変
わ
り
、
規
模
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
が
、
お
付
き
合
い
は
変
わ
ら

ず
続
い
て
い
ま
す
。
名
前
は
変
わ
っ

て
も
、
東
都
生
協
と
弥
彦
村
と
の

つ
な
が
り
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

弥
彦
山
を
バ
ッ
ク
に
米
担
当
の
小
俣
職
員
も
一
緒
に




